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当院は内科・消化器内科・循環器内科・外科・放射線科に常勤医師がおりますが，患者さんにとっては『自分の
症状について何科にいけばいいの？』と悩まれると思います。
今回は内科医師の藤崎先生と児玉先生を紹介します。ご自分の症状や不安があるときはぜひお声をかけてくださ
い。お二人とも気さくで一生懸命な若い女医さんです。

医師を志したきっかけ
誰かの役に立つような仕事をしたく，また父が医療関係者であり小さい頃から医療に
なじみがあったことがきっかけかと思います。

こんな医師を目指しています
特に『血液疾患』でお困りの方を助けるスキルを身に着けたいです。また，我が子と

任』を感じる職場です。また開業医との関りが密接で南薩地域の医療のお手伝いがで

の時間も思いっきり楽しめるような『パワフルママ女医』を目指しています。

薩南病院で働いてみて
2020年度も薩南病院で働いていたのですが，患者さんから『おかえりなさい』と覚
えていてくださり，声をかけてもらい大変嬉しかったです。

まだまだ未熟で，仕事・家庭・育児と奮闘しています。ご迷惑をおかけする点も多くありますが，よろし
くお願いします

診ている症状や病名
・循環器疾患
・高血圧・動悸・胸痛などを主に診察させていただいています。

医師を志したきっかけ
・実家が鹿児島大学病院の近くにあり，周りに医療関係者の家族が多かったことと，
医師を目指す友達が多かったからか，自然と医師を志していました。

こんな医師を目指しています
患者様の悩みをしっかりと聞いてあげられ，安心して治療を任せられる医師を目指し
ています。まだまだ未熟で理想と現実のギャップに戸惑う日々です。

薩南病院で働いてみて
病院スタッフ間の風通しがよく働きやすいです。大学病院のように多くの診療科はあ
りませんが，専門分野以外の病気についても知識と技術が必要で，『やりがいと責

きていると感じます。

春からは異動で他の病院勤務が決まっており，薩南病院勤務も残りわずかですが，よろしくお願いします

兒玉先生

藤崎先生

診ている症状や病名
・生活習慣病などの慢性疾患や肺炎・貧血などの血球異常
・不明熱の精密検査・リンパ節腫大などを主に診ています。
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委 員 会 活 動 報 告

あ
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
と
は

入
院
か
ら
退
院
ま
で
の
治

療
・
検
査
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
時
間
軸
に
沿
い
記
述

し
た
工
程
表
で
す
。
現
在

当
院
で
は
、
四
十
五
種
類

の
パ
ス
を
作
成
し
て
お
り

ま
す
。
医
療
機
関
に
よ
り

内
容
は
様
々
で
す
が
，
入

院
か
ら
退
院
ま
で
に
必
要

な
日
数
，
使
用
す
る
薬

品
，
検
査
，
指
示
，
看
護

計
画
や
診
療
計
画
等
が
一

つ
の
工
程
表
に
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
患
者
さ
ん
や
御

家
族
側
は
「
い
つ
，
ど
の

様
な
検
査
準
備
や
，
検
査

や
手
術
後
は
ど
の
様
に
対

応
さ
れ
る
の
か
？
い
つ
頃

に
退
院
で
き
る
の
か
」
な

ど
の
具
体
的
な
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
が
把
握
し
や
す
く

な
り
ま
す
。

具
体
的
な
使
用
方
法
は
，

検
査
や
手
術
予
定
入
院
の

際
に
患
者
さ
ん
に
パ
ス
説

明
用
紙
を
お
渡
し
し
て
、

医
療
ス
タ
ッ
フ
が
説
明
し

な
が
ら
，
入
院
中
に
受
け

る
検
査
や
手
術
の
予
定
や

手
術
後
の
リ
ハ
ビ
リ
な
ど

の
治
療
内
容
，
食
事
や
入

浴
な
ど
の
生
活
の
流
れ
を

十
分
ご
理
解
頂
き
，
安
心

・
安
楽
に
入
院
生
活
を
送

っ
て
頂
き
ま
す
。

医
療
ス
タ
ッ
フ
側
は
ク

リ
ニ
カ
ル
パ
ス
を
用
い
る

こ
と
で
治
療
計
画
に
基
づ

い
た
医
師
や
看
護
師
，
医

療
ス
タ
ッ
フ
の
役
割
が
明

確
に
な
り
，
責
任
や
目
標

が
明
確
に
な
り
，
こ
れ
ら

の
情
報
共
有
に
よ
り
，
ケ

ア
の
標
準
化
や
質
を
保
っ

た
チ
ー
ム
医
療
を
提
供
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
，
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス

は
定
期
的
に
委
員
で
見
直

し
，
分
析
・
修
正
を
繰
り

返
し
，
よ
り
現
場
に
即
し

た
工
程
表
へ
更
新
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
，
最
適
な
医
療

の
標
準
化
が
可
能
に
な
り
ま

す
。今後
も
委
員
会
を
通
し
て
，

新
規
パ
ス
作
成
や
パ
ス
見
直

し
評
価
を
継
続
し
て
，
患
者

さ
ん
に
安
心
で
き
る
医
療
の

提
供
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

クリニカルパスは手術や検査の工
程を患者さんと御家族，医療スタ
ッフと共有し，医療の標準化を目
指しすためのツールです。

内野さんから一言

患者さんが安心して手術や検査を受
けられるように努力しています。

ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
委
員
会

1病棟師長
う ち の い く よ
内 野 郁 世

患者さん側へは大型サイズの工程表
を用いて説明させていただきます。

医療スタッフは電子カルテで同じ内容の工程表を
確認しながら医療を提供します。
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お 知 ら せ
薩南病院では，来年5月の開院に向けて職員募集を行っています。
是非，新たな病院で一緒に楽しく働きませんか？
また，看護部においては家事や子育てと両立した働き方をサポートしていきます。

勤務日数は相談可能です！

家事や子育てと両立できるように
支援します！

ブランクがあっても大丈夫です！

【問合せ先】
県立薩南病院 ☎ 0993-53-5300

総務課 堂原または看護部 佐藤まで



イ ベ ン ト 活 動 報 告

令
和
四
年
十
一
月
十
三

日
に
二
年
振
り
に
「
市
民

講
座
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
こ
の
講
座
は
，
地
域

に
開
か
れ
た
病
院
を
推
進

す
る
た
め
，
地
域
に
向
け

た
医
療
に
関
す
る
教
育
・

啓
発
活
動
と
し
て
，
毎
年

開
催
し
て
い
ま
し
た
が
，

新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
，

し
ば
ら
く
開
催
が
で
き
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
年

は
南
さ
つ
ま
市
さ
ん
の
ご

協
力
に
て
講
演
の
み
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

演
者
は
，
当
院
で
の
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
者
診
療
を

担
当
さ
れ
て
い
る
，
総
合

内
科
部
長
の
田
中
裕
之
医

師
に
最
新
の
新
型
コ
ロ
ナ

の
情
報
や
，
正
し
い
情
報

の
選
別
方
法
な
ど
を
詳
し

く
御
講
演
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
，
新
型
コ

ロ
ナ
は
直
ぐ
に
消
え
る
事

は
あ
り
ま
せ
ん
。
『
正
し

い
知
識
を
持
ち
な
が
ら
，

感
染
リ
ス
ク
を
最
小
限
に

し
た
生
活
を
送
っ
て
行

く
』
事
が
大
切
に
な
り
ま

す
。
今
回
の
講
演
が
，
県

民
の
皆
さ
ま
が
，
安
心
し

て
日
常
生
活
を
お
く
れ
る

一
助
に
な
れ
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

令
和
四
年
十
月
三
十
日
に

当
院
大
会
議
室
に
お
い
て
、

が
ん
緩
和
ケ
ア
研
修
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

こ
の
研
修
会
は
、
が
ん
等

の
診
療
に
携
わ
る
全
て
の
医

療
従
事
者
を
対
象
と
し
、
基

本
的
な
緩
和
ケ
ア
に
つ
い
て

正
し
く
理
解
し
、
緩
和
ケ
ア

に
関
す
る
知
識
や
技
術
、
態

度
を
習
得
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
１
年
に
１
回
開
催
し

て
い
ま
す
。

本
年
度
は
受
講
生
と
し
て

医
師
８
名
、
看
護
師
１
名
、

精
神
保
健
福
祉
士
１
名
の
計

一
〇
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

研
修
会
で
は
、
県
内
に
お

い
て
緩
和
ケ
ア
に
携
わ
る
先

生
方
や
が
ん
患
者
の
支
援
を

行
っ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の

方
に
講
師
を
依
頼
し
、
当
院

の
医
師
や
看
護
師
等
も
研
修

会
の
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
加
わ

り
な
が
ら
、
が
ん
の
身
体
症

状
の
改
善
や
患
者
へ
の
支

援
、
患
者
・
家
族
等
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
地
域

市
民
講
座

緩
和
ケ
ア
研
修

連
携
に
よ
る
適
切
な
治
療
・

診
療
の
場
の
提
供
な
ど
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。

当
日
は
講
義
だ
け
で
な

く
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

の
事
例
検
討
、
役
割
を
交
代

し
な
が
ら
診
療
時
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
実
際
に
体

験
す
る
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
も
実

施
し
、
受
講
生
か
ら

は
、
「
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
は
違

う
立
場
か
ら
の
視
点
で
考
え

る
よ
い
経
験
に
な
っ

た
」
、
「
緩
和
ケ
ア
に
限
ら

ず
、
今
後
の
診
療
に
活
か
し

た
い
」
な
ど
の
感
想
が
あ
り

ま
し
た
。

ロールプレイでは3人1組で医師役・患者
役・観察者役を交代で体験しました。

受
講
生
の
皆
さ
ん
に

は
、
研
修
会
で
の
経
験

を
今
後
の
診
療
に
活
か

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
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総合内科部長
田中 裕之 医師



部
署署
紹
介

中 材 ・ 手 術 室
不安な気持ちに寄り添うことを
心がけています。

池 田 さ ん か ら 一 言

中材・手術室師長

い け だ

今
回
は
中
央
材
料
・
手
術
室
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
は
看

護
師
５
名
、
看
護
補
助
者
２
名
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
央
材
料
室
の

主
な
仕
事
は
、
病
院
内
や
手
術
で
使

用
す
る
器
具
の
洗
浄
、
滅
菌
を
す
る

こ
と
で
す
。
ま
た
、
他
に
注
射
器
や

針
な
ど
の
材
料
の
定
数
管
理
を
行

い
、
患
者
さ
ん
に
使
用
す
る
も
の
が

い
つ
で
も
清
潔
な
状
態
で
確
実
に
使

え
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。
当
院
の

手
術
室
は
３
部
屋
あ
り
外
科
と
内
科

の
手
術
を
行
っ
て
い
ま
す
。
基
本
は

午
後
か
ら
手
術
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
水
曜
日
は
午
前
中
か
ら
外
科
の

手
術
を
行
っ
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
度
は
年
間
二
百

十
二
件
の
手
術
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
う
ち
二
十
四

件
は
外
科
の
緊
急
手
術
で

す
。
近
年
、
当
院
で
も
腹

腔
鏡
下
の
手
術
の
件
数
が

増
加
し
て
お
り
、
昨
年
は

全
体
の
約
８
割
が
腹
腔
鏡

下
手
術
で
し
た
。
手
術

は
、
手
術
を
行
う
医
師
、

器
械
出
し
看
護
師
、
外
回

り
看
護
師
の
チ
ー
ム
で
行

い
ま
す
。
器
械
出
し
看
護

師
は
清
潔
ガ
ウ
ン
を
着
用

し
メ
ス
や
器
具
を
医
師
に

渡
す
役
割
で
、
手
術
の
進

行
を
常
に
考
え
、
と
て
も

集
中
力
の
い
る
仕
事
で

す
。
外
回
り
看
護
師
は
手

術
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
よ

う
術
野
で
必
要
な
も
の
を

器
械
出
し
看
護
師
に
渡
し

た
り
、
患
者
さ
ん
の
血
圧

や
脈
拍
、
体
温
等
を
観
察

し
医
師
に
報
告
し
た
り
と

様
々
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
外
回

り
看
護
師
は
患
者
さ
ん
が

安
心
し
て
手
術
に
臨
め
る

よ
う
、
手
術
前
に
術
前
訪

問
を
行
っ
て
い
ま
す
。
術

前
訪
問
で
は
直
接
患
者
さ

ん
と
お
会
い
し
て
少
し
で

も
不
安
な
気
持
ち
が
和
ら

ぐ
よ
う
お
話
し
さ
せ
て
頂

い
て
い
ま
す
。
初
め
て
手

術
を
受
け
る
患
者
さ
ん
も

多
く
気
持
ち
に
寄
り
添
え

る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま

す
。
手
術
当
日
は
私
た
ち
手
術

室
看
護
師
が
病
室
に
伺
い
患
者

さ
ん
と
ご
家
族
と
一
緒
に
手
術

室
へ
行
き
ま
す
。
そ
の
際
、
術

前
訪
問
に
伺
っ
た
看
護
師
が
行

く
こ
と
で
少
し
で
も
安
心
し
て

頂
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

手
術
後
に
は
術
後
訪
問
を
行

い
、
手
術
を
終
え
た
患
者
さ
ん

と
お
話
し
さ
せ
て
頂
き
、
よ
り

よ
い
継
続
し
た
看
護
が
提
供
で

き
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。
手

術
は
誰
も
が
受
け
る
と
い
う
も

の
で
は
な
く
、
患
者
さ
ん
・
ご

家
族
に
と
っ
て
人
生
の
大
き
な

イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
患
者
さ
ん
に
少
し
で
も

安
心
し
て
手
術
に
臨
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
こ
れ
か
ら
も
チ
ー

ム
で
協
力
し
、
患
者
さ
ん
一
人

一
人
に
合
っ
た
よ
り
よ
い
看
護

が
提
供
で
き
る
よ
う
日
々
努
力

し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

患者さん，御家族が少しでも安心して手
術に臨んでいただけるよう，チームで取
り組んでいきます。

い け だ み す こ

今
回
は
患
者
さ
ん
の
手
術
に
携
わ
る
手
術
室
の

ス
タ
ッ
フ
の
を
御
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

池 田 み す 子
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手術室スタッフの皆さん

中 央 監 視 縁
の
下
の

持
力

今
回
、
中
央
監
視
室
が
日

頃
、
行
っ
て
い
る
業
務
内
容
や

機
械
設
備
等
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。
中
央
監
視
室
の
ス
タ
ッ

フ
は
５
名
、
主
に
院
内
の

医
療
機
器
を
除
く
電

気
・
空
調
・
給
排
水

設
備
等
の
諸
設
備

全
般
に
わ
た
る
す

べ
て
の
設
備
の
運

転
操
作
の
ほ
か
、
監

視
、
点
検
、
整
備
及

び
、
調
整
を
行
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
、
外
部
業

者
が
実
施
す
る
各
種
設
備
の
年

次
点
検
や
検
査
も
立
会
い
ま

す
。
１
日
の
業
務
と
し
て
は
、

そ
の
日
の
当
番
が
朝
の
院
内
巡

回
を
は
じ
め
、
空
調
の
運

転
監
視
や
記
録
・
電
話

対
応
に
あ
た
り
ま

す
。
他
の
ス
タ

ッ
フ
は
、
日
常

業
務
と
し
て
各

セ
ク
シ
ョ
ン
か

ら
の
修
理
依
頼

や
相
談
の
ほ
か
、

各
種
機
械
設
備
の
定

期
点
検
を
行
い
ま
す
。
古

い
機
械
が
多
く
整
備
や
調

整
が
必
要
に
な
っ
て
く
る

為
、
作
業
の
際
に
は
特
に

注
意
し
な
が
ら
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

病
院
に
と
っ
て
重
要
な

各
種
機
械
設
備
と
そ
の
役

割
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明

し
ま
す
。
電
気
設
備
（
九

六
千
六
百
Ｖ
を
受
け
、
各

変
圧
器
を
経
由
す
る
こ
と

で
、
低
圧
二
百
Ｖ
・
百
Ｖ

に
変
換
し
、
一
般

用
、
非
常
用
、

無
停
電
用
に
分

け
て
送
電
し
て

い
ま
す
。
）
蒸

気
ボ
イ
ラ
ー
２

台
（
蒸
気
で
お

湯
を
沸
か
し
昼
間

用
の
お
湯
と
し
て
使

用
。
Ｏ
Ｐ
室
や
厨
房
、
洗

濯
用
と
し
て
蒸
気
を
送

る
。
燃
料
は
重
油
）
・
電

気
ボ
イ
ラ
ー
１
台
（
ヒ
ー

タ
ー
で
お
湯
を
沸
か
し
夜
間

用
の
お
湯
と
し
て
使
用
。
電

気
式
）
・
冷
温
水
発

生
機
２
台
（
全

館
系
統
冷
暖
房

空
調
用
、
燃
料

は
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
）
・
チ
ラ
ー

１
台
（
外
来
・

病
棟
系
統
冷
暖
房

空
調
用
二
十
四
時
間
対

応
。
電
気
式
）
・
非
常
用
発

電
機
１
台
（
停
電
時
の
非
常

用
電
源
、
燃
料
は
重
油
）
こ

れ
ら
の
中
に
は
、
当
初
か
ら

稼
働
し
て
い
る
機
械
も
あ
れ

ば
、
新
設
し
て
十
分
使
え
る

機
械
も
あ
り
移
転
後
の
行
き

先
を
心
配
す
る
声
も
あ
り
ま

す
。薩
南
病
院
も
築
四
十
二
年

を
過
ぎ
て
、
建
築
設
備
の
色

々
な
所
が
傷
ん
で
き
て
お
り

ま
す
。
毎
日
の
よ
う
に
修
繕

箇
所
が
あ
る
中
で
、
急
ぎ
の

対
応
が
必
要
な
場
合
も
あ
り

ま
す
、
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
も
あ
り
部
品
購
入
や

新
規
取
替
え
に
時
間
が
か
か

っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

少
し
で
も
皆
様
の
ご
希
望
に

お
答
え
で
き
る
よ
う
迅
速
な

対
応
を
心
掛
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

薩
南
病
院
は
多
職
種
の
方
の
力
で
成
り
立
っ
て
い

ま
す
。
今
回
は
『
中
央
監
視
』
の
皆
さ
ん
に
お
話

を
お
伺
い
し
ま
し
た
。
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新 薩 南 病 院 進 捗 状 況
新薩南病院の工事は着々と進んでいます。当院のホームペー
ジで建築進捗状況を更新しています。

今回は施設内見学の特集を報告させていただきます。まだ工
事中の部分が大半をしめておりますが，実際の現場を確認する
ことで患者さんが療養しやすく，職員が働きやすい環境になり
つつある事が分かります。

薩南病院といえば窓から見える松林がシンボルでしたが，新
病院では，南さつま市を一望できる様になっています。

新薩南病院の見学に
行ってきました！

ヘリポート新生児室

透析センター

災害拠点病院としてヘリポートを
設置しています。

新病院では小児科や産科も開設されま
す。

現在の透析室より拡大され，より快
適に治療を受けることができます。

デイルーム

患者さんや御家族がゆっくりと面会
できるスペースです。

スタッフステーション

機能別に優れたレイアウトになって
います。

個室

広くて静かなスペースが確保されていま
す。
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エントランスホール

広くて明るいスペースです。

検査部

さつニャン

外来に近い動線確保により，スムー
ズな検査対応が可能になります。

薬局

一般調剤だけでなく，特殊な化学療法調
剤スペースも確保されています。

眺めが良
い！

令和５年５月の開院に向けて，着々と
建築が進んでいます。
今後も皆さまが安心して治療ができる
病院を目指して頑張っていきます！
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こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
寒
く
な

っ
て
き
ま
す
ね
。
心
臓
に
と

っ
て
厳
し
い
季
節
と
も
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
は

【
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
】
を
聞

い
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

冬
場
に
お
け
る
激
し
い
寒
暖

差
に
よ
り
、
血
圧
が
急
激
に

上
が
っ
た
り
下
が
っ
た
り
す

る
こ
と
で
失
神
、
脳
卒
中
、

心
筋
梗
塞
に
よ
る
心
停
止
な

ど
を
言
い
ま
す
。
今
回
は
、

こ
の
心
停
止
を
助
け
る
機
械

「
Ａ
Ｅ
Ｄ
」
に
つ
い
て
お
話

し
ま
す
！

Ｑ
１
／
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外

式
除
細
動
器
）
っ
て
何
？

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
誰
に
で

も
起
こ
る
か
も
知
れ
な
い
心

停
止
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
そ
の
心
停

止
に
対
し
て
電
気
シ
ョ
ッ
ク

を
流
す
機
械
で
す
。
電
気
シ

ョ
ッ
ク
を
し
て
あ
げ
る
こ
と

で
心
停
止
を
起
こ
し
た
人
を

助
け
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

Ｑ
２
／
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
な
ぜ
必
要

な
の
？
皆
さ
ん
の
体
に
血
液
を
流

す
役
割
の
「
心
臓
」
。
こ
の

心
臓
が
け
い
れ
ん
を
起
こ
す

こ
と
で
心
臓
が
う
ま
く
動
き

ま
せ
ん
。
心
臓
が
動
か
な
い

と
体
に
血
液
が
流
れ
な
い

為
、
死
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

そ
ん
な
時
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
で
心
臓

に
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
流
す
こ

と
で
心
臓
が
元
の
動
き
に
戻

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
３
／
心
停
止
を
起
こ
し
て

い
る
人
は
ど
の
く
ら
い
？

心
停
止
を
起
こ
し
て
い
る
人

は
「
１
日
約
二
百
人
」
交
通

事
故
死
者
数
が
１
日
「
十

人
」
と
言
わ
れ
て
い
る
の
を

考
え
る
と
、
と
て
も
身
近
に

潜
ん
で
い
る
の
で
す
。

Ｑ
４
／
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
ど
こ
に
あ

る
の
？

病
院
の
ほ
か
に
、
学
校
、
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
、
駅
、

飲
食
店
、
市
役
所
、
運
動
施

設
な
ど
い
た
る
と
こ
ろ
に
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。
人
が
多

く
集
ま
る
施
設
、
場
所
に
は

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ
５
／
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
見
た
目

は
？

Ｑ
６
／
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
い
方
は
？

①
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
電
源
を
入
れ
る

②
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
音
声
に
従
い
Ａ
Ｅ
Ｄ

パ
ッ
ド
を
胸
の
左
右

に
貼
る

③
電
気
シ
ョ
ッ
ク
の

必
要
な
場
合

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
音

声
に
従
い

「
シ
ョ
ッ
ク

ボ
タ
ン
」
を
押
す

Ｑ
７
／
救
命
処
置
（
胸
骨
圧
迫
と

Ａ
Ｅ
Ｄ
）
と
生
存
率
は
？

な
に
も
対
応
し
な
け
れ
ば
、
１
分

ご
と
に
７
～
一
〇
％
ず
つ
救
命
率

が
低
下
し
、
一
〇
分
後
に
は
，
ほ

ぼ
助
か
る
可
能
性
は
な
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

胸
骨
圧
迫
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
電
気
シ

ョ
ッ
ク
に
よ
る
適
切
な
処
置
を
行

え
ば
、
１
分
ご
と
の
救
命
率
の
低

下
を
４
％
に
抑
え
、
一
〇
分
後
で

も
約
６
０
％
の
生
存
率
を
保
つ
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

～
最
後
に
～

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
医
療
者
で
は
な
く
と
も

使
え
る
機
械
で
す
。
倒
れ
た
人
を

一
人
で
助
け
る
の
は
不
可
能
で

す
。
と
に
か
く
倒
れ
て
い
る
人
を

発
見
し
た
ら
、
大
声
で
人
を
集
め

み
ん
な
で
助
け
ま
し
ょ
う
！
！

AEDのケース（赤）と本体

臨
床
工
学
士
兼
看
護
師
木
原
淳

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

に
つ
い
て

AEDが入っている
ボックス

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を

申
し
上
げ
ま
す
。
旧
年
中
は

大
変
お
世
話
に
な
り
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

が
私
た
ち
の
生
活
に
影
響
を

与
え
始
め
て
３
度
目
の
お
正

月
で
す
。
み
ん
な
で
食
べ
た

り
飲
ん
だ
り
し
な
が
ら
、
ワ

イ
ワ
イ
騒
い
で
い
た
生
活
が

随
分
昔
の
事
の
よ
う
に
思
わ

れ
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
コ

ロ
ナ
と
共
に
生
活
す
る
こ
と

は
避
け
ら
れ
な
い
よ
う
で

す
。
こ
の
よ
う
な
生
活
の
中

で
自
分
な
り
の
楽
し
む
方
法

を
見
つ
け
て
い
る
人
は
大
勢

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
あ
る

人
は
、
自
宅
の
庭
を
一
生
懸

命
手
入
れ
す
る
こ
と
に
幸
せ

を
感
じ
た
り
、
ま
た
あ
る
人

は
、
運
動
す
る
こ
と
で
ス
ト

レ
ス
を
発
散
し
て
い
ま
す
。

大
き
な
出
来
事
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
『
お
い
し
い
も
の

を
食
べ
た
！
』
と
か
『
ド
ラ

マ
が
面
白
か
っ
た
！
』
と
か

『
空
が
き
れ
い
！
』
な
ど

と
、
些
細
な
こ
と
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
日
常
生
活
の
中

に
幸
せ
に
感
じ
る
瞬
間
が
あ

り
ま
す
。
薩
南
病
院
情
報
誌

『
ま
つ
か
ぜ
』
も
、
手
に
取
っ

て
い
た
だ
い
た
方
が
、
少
し
で

も
元
気
に
な
れ
る
よ
う
に
、
ほ

っ
と
で
き
る
よ
う
に
、
ち
ょ
っ

と
頑
張
っ
て
み
よ
う
と
思
え
る

よ
う
に
、
と
願
い
を
込
め
て
作

成
し
て
い
ま
す
。
拙
い
文
章
で

は
あ
り
ま
す
が
、
南
薩
地
域
の

皆
様
へ
の
思
い
は
詰
ま
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
一
読
く

だ
さ
い
。
今
更
で
す
が
『
ま
つ

か
ぜ
』
と
い
う
ネ
ー
ミ
ン
グ

は
、
薩
南
病
院
を
取
り
囲
む
よ

う
に
そ
び
え
立
つ
松
に
由
来
し

て
い
ま
す
。
ご
存
じ
の
通
り
数

多
く
の
松
が
生
育
し
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
ら
は
強
風
に
よ
る
風

砂
や
塩
害
か
ら
私
た
ち
を
守
っ

て
く
れ
て
、
倒
れ
る
こ
と
な
く

力
強
く
立
っ
て
い
ま
す
。
数
ヶ

月
後
、
薩
南
病
院
は
村
原
に
移

転
し
ま
す
が
、
病
院
情
報
誌

『
ま
つ
か
ぜ
』
と
共
に
、
語
り

続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
高
橋
の
地
で
の
病

院
運
営
も
あ
と
わ
ず
か
で
す

が
、
ど
の
場
所
で
も
来
て
下
さ

る
患
者
様
に
と
っ
て
安
心
し
て

治
療
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。
本
年
も

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

編 集 後 記



診療科 職 名 氏 名 月 火 水 木 金

院 長 三 枝 伸 二 ○ ○ ○ ○
内 科

外 科

内 科

外 科

放 射 線 科

副 院 長 （ 兼 ） 内 科 部 長 大 橋 保 ○ ○ ○

総合診療科部長 田 中 裕 之 ○ ○ （緩和ケア外来） ○

○
○

○

○
医務技師

医 長

大 塚 薫 行
藤 崎 真 由

○

非常勤

消化器内科
消化器内科部長 指 宿 和 成 ○

○
○

検査のため
午前から休診

手術のため
午前から休診

午後
（放射線治療）

心筋シンチ
第 1・ 3・ 5

心筋シンチ
第 2・ 4

○

原 口 朋 晋 ○ ○

循環器内科

循環器内科部長 吉 野 聡 史

医務技師 ○

○

野 崎 圭 吾

兒 玉 世 利 汝

伊 東 伸 洋

○○

○

○

○

外科部長 青 木 大 ○ ○ ○ ○
消化器外科部長 安 藤 慶 ○ ○ ○ ○

医 長

医 長

医 長

下 村 寛 貴 ○ ○ ○ ○
病院事業管理者 福 元 俊 孝

部 長 ○ ○ ○ ○

非常勤 西 森 宏 雄

原 田 治

小 児 科 毎週水曜日
予約制により実施（予防接種等）

非常勤 西 川 拓 朗

非常勤
非常勤 宮 園 明 典

山 崎 雄 一

特殊外来
（予約制）

血液外来 加 藤 吉 保 毎週火曜日

糖尿病外来
（非常勤）

竹 之 内 和 則 毎月第2金曜日
藤 崎 知 園 子 毎月第3金曜日
小 濱 木 の 実 毎週火曜日午前

肝臓病外来
豊 留 亜 衣 毎月第1水曜日
谷 山 央 樹 毎月第3水曜日

ペースメーカー外来 循環器内科 毎週金曜日午後

緩和ケア外来 田 中 裕 之 毎週水曜日午後
緩和ケア外来
(精神腫瘍医 ) 姶良病院から 毎月第4水曜日午後

乳腺外来
新 田 吉 陽

永 田 綾 子
毎月第2・4木曜日，第１・３木曜日午後江 口 裕 可

呼吸器外科外来 西 島 浩 雄 毎月第1・3木曜日
禁煙外来 田 中 裕 之 予約制

空欄の日は病棟勤務，検査などです。
医師の診療日は急患対応や学会などの用務で変更になる場合があります。

外 来 診 療 担 当 医 一 覧 令和５年1月４日現在
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○


